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すべては、次世代を担う医療人育成のために。

伝統に培われた豊富なノウハウを結集して、

革新性ある教育環境をつくりました。

2017.05 改訂

創立90年以上の歴史を持つ呉竹学園の中で、本校はその伝統と実績を受け継ぎ

ながら、新しい試みを積極的に取り入れて平成21年に開校しました。卒業後は早く

医療の場に適応してすぐに活躍していただきたい、という考えを進めるのが、学校附

設の医療施設（呉竹メディカルクリニック）です。東西医療の交流を図りながら実際

の医療現場の一連の流れに触れることができ、その実践は教育内容にフィードバッ

クされます。そして同じように本校が力を入れているのが、一人ひとりの進路や適性

などに応じる選択科目・特別講座の充実度です。国家試験対策に直結した授業に

加え、スポーツ分野、医療機関、介護分野、開業などに関する実習中心の授業を

通じて確かな技能が修得できます。また社会構造の変化から統合医療の考え方

などをはじめとして、医療全体における東洋医療の役割も大きく変化している中、

本校では｢共育｣を教育の基本と捉え、学生と共に教員にも常に成長を求めてい

ます。このような教育体制で、学生たちは実践力と幅広い教養を身につけ自身の

未来像をはっきりと描くことができます。すべてが学生本位のビジョンに裏付けられ

た教育環境で、どうぞ患者さまから信頼される医療人として大きく羽ばたいてくだ

さい。本校で過ごす3年間の学生生活が、皆さんの知識・技術の修得と豊かな心を

育み、将来の社会貢献につながるものと私たちは信じています。

医の東西を問わず豊かな知
識と技術を備え、全人的医療を
施すことのできる医療人を育

成すること。

1．教育理念

全人的医療を施すことができる医療人
を育成するために、卒前・卒後を一貫した教
育体系として捉え、教育施設並びに附設する
医療施設を有機的に活用しながら、東西医療
への理解を深めると同時に医療実践能力を修
得する完結的教育を施していく。また、知
識・技術の修得と併せて人格形成の教育
にも力を注いでいくことを本校の

教育目標とする。

2．教育目標
3．育成人材像
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